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【はじめに】 

秋祭りのシーズンも過ぎ、めっきり寒くなってきましたね。 

第２回定例会後は、石巻市での被災地復興イベントへ参加、東北へ会派視察、認定子ども園、保育

ママ事業、食育、子どもスキップ、小中連携校視察など、充実していました。地元活動を中心とするの

は当然のことながら、勉強会や研究会に参加、他区の市区町村議員との超党派での連携を深めるなど、

研鑽を積んでおります。得られた知識、経験を政策と確かなビジョンに落とし込み、区政へ還元していく

所存です。 
 

【第３回定例会】 

９月２２日（木）～１０月２８日（金）の会期で、第３回定例会が開かれました。 

通常の本会議場での議決や一般質問、議員協議会（議員全員が出席）、各常任委員会の他、決算

特別委員会が行われたため、長丁場の会期でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が所属する子ども文教委員会に付託された主な案件は、（１）子ども子育て新システムの拙速な導

入に反対（請願）、（２）学校開放管理員のシルバー人材センターへの委託に反対（陳情）、（３）西巣鴨

第二保育園の拙速な民営化へ反対（陳情）、についての請願及び陳情等でした。 

 審議の結果、いずれの案件も、会期閉会中の継続審議という結論に達しました。 

 ※請願・陳情は区政への要望を区議会へ直接届けるもの。請願は紹介議員が必要、陳情は不要という

違いあり。議会によって請願・陳情の扱いが異なる場合があるが、豊島区議会では、同じ扱い。 

 

  

   

 
 

【豊島区議会レポート】 Vol.２ 

～第３回定例会～ 

【主な議題】 

・補正予算について（総額 8 億 3,522 万円。災害対策関連、緊急輸送道路沿道建築物耐震診

断、公共施設再構築基金積立金など） 

・専決処分の報告・承認 

（区保管の撤去自転車が盗難された事に対する損害賠償金支払いの和解など） 

※専決処分とは、議会に諮る時間がない時などに首長の判断で執行するもの 



[一般質問について] 

第２回定例会では、東日本大震災後初めての議会だったこともあり、防災体制と放射能関係の質問

に集中していましたが、今回はそういった特徴はありませんでした。自民党からは、造幣局移転後の用

地活用について、子供の予防接種の充実について、９月に会派で視察に行った結果を踏まえての防災

体制の見直しについてなど。 

 

【決算特別委員会について】 

第３回定例会では、前年度の決算についての特別委員会が開かれます。決算特別委員会の委員に

は、年度毎に半数の議員がなります。議員番号が奇数・偶数かで機械的に振り分け、今年は奇数番号

の議員が委員となりました。私の議員番号は１４番なので、私は来年と２０１４年に委員を務めます。 

前年度の区政でのお金の使われ方を全般的にチェックするため、作業量は非常に膨大なものとなり

ます。委員会の開催日自体は３週間弱の間に８日間で、土日祝日除くとほぼ連日。その間に会派内で

の質問事項の打合せや勉強をしなければいけないので、かなりタイト。区の関連部署ごとに日程を分け、

会派の委員数に応じて割り振られた質問時間内での質疑がなされます。一般質問と違い質問と回答

の時間を含めた割り振りで、時間がくると鐘を鳴らされて終了。一般質問と違い一問一答方式なので、

聞いている方は分かりやすいと思います。 

 平成２２年度の決算につき、自民党豊島区議団は賛成を致しました。実質単年度収支は税収悪化

と歳出増加により２年振りに赤字となりましたが、財政調整基金からの繰り入れで黒字を確保。歳出は、

人件費や公債費は減少したものの、子ども手当や生活保護費が増大したことにより、結果的に伸びて

しまいました。非常に厳しい決算でしたが、長年区の財政を圧迫していた区の土地開発公社の長期債

務を前倒しで完済するなど、構造改革がより前進した一年でもありました。 

 

「議員提出議案 7号 原発からの速やかな撤退及び放射能対策を求める意

見書」について、反対の討論を壇上で述べました。 

区議会 HPの豊島区議会インターネット中継で映像が公開されております。 

 

【告知】 

第４回定例会にて、初めて一般質問を行います（一般質問２日目、１１月３０日（水）１３時～）。 

「子供達の世代へ責任ある政治を！！」と題し、教

育や保育などを中心に行う予定。 

【編集後記】 

９月末から１０月末まで第三回定例会、その

後、次年度の予算要望について各種団体との打

合せ、会派の予算要望書の取りまとめ、第四回

定例会の一般質問準備など。途切れることなく

議会関係の仕事がありました。 

月末に初めての一般質問を控え、気合十分で

す。真直ぐに思いをぶつける所存です！ 

 

子供達の世代へ責任ある政治を！！ 
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